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評 価
第７章 心に潤いをもたらす芸術文化の

振興と地域文化の継承 ○

評 価

１ 芸術鑑賞機会の充実
Ａ

＜目指すもの＞

県民の芸術文化に対する関心の高まりの中で、芸術文化に親しみ、心豊

かな生活の実現のため、特に近代美術館及び万代島美術館において、多く

の県民から鑑賞いただける良質な美術展覧会を開催するとともに、講演会

や美術鑑賞講座等の企画・開催など、学びの機会を提供することにより、

優れた芸術鑑賞機会の充実を目指す。

〔ここに注目 !！〕

・県立近代美術館の年間利用者数が大幅に増加し、32万人以上を達成

目 県民が芸術文化に親しみ、心豊かな生活を実現するため、県立美術館における優れた

美術作品を紹介する展覧会を開催するとともに、鑑賞講座等の学びの機会を提供する。

的 また、児童生徒の芸術鑑賞の機会と文化活動に対する支援をさらに進める。

１ 県立美術館の事業

国内外の優れた美術作品の鑑賞機会を提供するため、県立近代美術館及び万代島美

術館において展覧会や教育普及事業等を実施した。

(1) 近代美術館

ア 展覧会事業（５つの企画展と14のテーマによるコレクション展を開催）

[Ｈ24 ６つの企画展と年５回展示替えのコレクション展]

イ 教育普及事業（巡回ミュージアム、美術鑑賞講座、映画鑑賞会などを実施）

(2) 万代島美術館

ア 展覧会事業（４つの企画展と２つの所蔵品展を開催）

イ 教育普及事業（講演会、美術鑑賞講座、ワークショップなどを実施）

[Ｈ24 ４つの企画展と２つの所蔵品展]

企　画　展　名 開催期間 観覧者数

近代日本画の精華 H25. 4. 1～H25. 5. 8 12,586

ルーベンス H25. 6.29～H25. 8.11 44,742

オランダ・ハーグ派展 H25. 8.31～H25.10.14 8,000

館長　庵野秀明　特撮博物館 H25.11. 8～H26. 1.21 77,136

岩田正巳展 H26. 3. 1～H26. 3.31 2,551

企　画　展　名 開催期間 観覧者数

ミュシャ展 H25. 6. 1～H25. 8.11 44,746

京都　清水寺展 H25. 8.23～H25.10.14 29,723

篠山紀信展　写真力 H25.12.14～H26. 3. 2 56,879

梅佳代展 H26. 3.15～H26. 3.31 2,643
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２ 児童生徒の芸術文化活動への支援

(1) ふれあい音楽教室の開催

ア オーケストラ・コンサート[６公演]（Ｈ24：５公演）

イ リコーダーとリュートによる小コンサート[10公演]（Ｈ24：10公演）

(2) 新潟県学校器楽合奏大会の開催[19団体が参加]（Ｈ24：19団体）

(3) 新潟県ジュニア美術展覧会の開催[県内４会場で開催]（Ｈ24：４会場）

(4) 高等学校文化活動への支援（高等学校文化連盟が実施する事業を助成）

【成果】◇ 近代美術館の取組

評 開館20周年記念として、「ルーベンス」「特撮博物館」等の大規模な企画展

や県ゆかりの日本画家「岩田正巳展」を開催し、観覧者数は前年度を上回る

価 約16万人となった。また、教育普及事業では、企画展と連動しながら、ワー

クショップや学校等への出前講座をはじめとする各事業で内容の充実に努めた。

◇ 万代島美術館の取組

開館10周年記念として、「ミュシャ展」「清水寺展」等の目玉となる企画展

を開催し、観覧者数は前年度を上回る約14万人となった。また、学芸員によ

る講座や作家による講演会などの関連イベントの実施により、利用者数を伸

ばした。

◇ 第37回全国高等学校総合文化祭において、写真部門で文化庁長官賞及び奨

励賞を各１名が、書道部門で特別賞を２名が、放送部門で優秀賞を１校が受

賞した。

【課題】◇ 年間利用者数の目標値を見据えながら、県民ニーズをさらに的確にとらえ

魅力ある展覧会の開催を実現する必要がある。

◇ 児童生徒が芸術文化活動を体験し、発表する機会の提供をさらに進める必

要がある。

○ 県ゆかりの優れた作家を紹介する展覧会を積極的に開催する。

○ 民間と連携した大規模展覧会の企画や広報を工夫し、情報発信を充実する。

○ 対話型の鑑賞や出前講座等の実施により、多様な学びの機会を提供するとともに、

芸術に親しみ、理解を深めるための取組を充実する。

○ 学校内外における児童生徒の芸術文化活動に対し、引き続き支援を行う。

H21 H22 H23 H24 H25

観覧者数 57,435 212,042 233,690 101,481 157,899

イベント等入場者数 25,865 32,895 20,811 16,097 25,057

年間利用者数 83,300 244,937 254,501 117,578 182,956

H21 H22 H23 H24 H25

観覧者数 140,500 65,874 89,644 89,359 140,288

イベント等入場者数 819 966 3,398 2,266 2,662

年間利用者数 141,319 66,840 93,042 91,625 142,950

今
後
の
対
応

基準年指標値

（平成21年度） （平成24年度） （平成25年度）

約200,000人 209,203人 325,906人 240,000人

目標値
実績値

【関連指標32】

県立近代美術館（万代島美術館を含
む）の年間利用者数
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評 価

２ 文化財の保護・活用
Ｂ

＜目指すもの＞

長い歴史の中ではぐくまれ、郷土の歴史の証として現在まで受け継がれ

てきた貴重な財産である文化財を大切に保護する。また、これらを積極的

に公開・活用できる環境を整備し、県民が文化財をより深く理解し大事に

する心をはぐくむ。

〔ここに注目 !！〕

・越後国域確定1300年記念事業や古文書解読講座の参加者が大幅に増加

目 県内の貴重な文化財を保護するため、重要な文化財を指定・登録するとともに、経年

劣化や後継者不足等で次世代への継承が難しい文化財の保存と伝承を進める。また、郷

的 土の貴重な財産である文化財を理解し、大切にする心を育むため、文化財の公開活用を

進め、愛護思想の普及啓発を図る。

１ 文化財の保存と継承

(1) 県文化財の指定

ア 文化財悉皆調査の実施 未指定の文化財についてその所在及び価値を調査

イ 文化財保護審議会の開催 文化財の指定等について審議（３回開催）

(2) 文化財の保護

ア 文化財保護指導委員活動 23人の保護指導委員による県内文化財を巡視

イ 文化財指導者講習会 各市町村有識者を対象、テーマは「文化財と防災」

ウ 文化財調査

・特別天然記念物カモシカ生息概況等調査事業

・新潟県名勝調査事業（自然的名勝地を扱った史資料等のデータベース化）

・歴史資料等調査（県内４地区で実施：上越市、長岡市、燕市、佐渡市）

エ 文化財保護助成事業（国指定文化財24件、県指定文化財10件）

オ 埋蔵文化財

・新遺跡の発見：57遺跡[総数13,010]（Ｈ24：23遺跡（総数12,955））

・発掘調査（遺跡の記録保存）８遺跡50,047㎡（Ｈ24：６遺跡13,485㎡）

２ 文化財の公開活用と愛護思想の普及啓発

ア 越後国域確定1300年記念事業の実施 参加者数合計8,182人（Ｈ24：5,658人）

リレー講演会、親子考古学教室、まいぶん祭り、企画展、遺跡ウォーキング等

イ 埋蔵文化財普及啓発事業の実施 参加者数合計7,453人（Ｈ24：7,255人）

発掘現地説明会、校外学習、新潟県埋蔵文化財センター展示・公開等
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ウ 青少年文化財講座の開催 参加者数 42人（Ｈ24：33人）

中高生を対象に、従前の見学だけでなくワークショップや体験講座を実施

エ 古文書講座等の開催 参加者数 1,639人（Ｈ24：956人）

〔参考〕主な文化財活用事業への参加者数(人)

※ Ｈ24以前のリレー講演会は埋蔵文化財講座

【成果】◇ 現地調査を重ね、県指定文化財６件を新たに指定した。［Ｈ24 ７件］

評 ◇ 県指定考古資料「村尻遺跡出土品」が国重要文化財に、県指定名勝「親不

知子不知」の一部が国名勝に指定された。

価 ◇ キャリア教育を踏まえて青少年文化財講座の内容を刷新した結果、参加者

数が過去５年で最多となった。

◇ 普及啓発事業の延べ参加者数は、昨年度から開始した越後国域確定1300年

記念事業の効果もあり、17,316人であった。

【課題】◇ 文化財の指定等を適切に進めるため、現地調査を充実する必要がある。

◇ 文化財への愛護意識を高めるため、啓発活動をさらに進める必要がある。

○ 文化財の現状を把握する調査や巡視を行い、指定や登録を適切に進める。

○ 経年劣化等で傷んだ文化財について、修理・修復を適切に進める。

○ 民俗芸能等の後継者育成のための地域活動等を支援するとともに、伝承活動の成果

を県内外に広く発表する機会を提供する。

○ 各種講座の開催等により、郷土の宝である文化財に親しむ機会の提供に努める。

○ 新潟県埋蔵文化財センターや県立文書館などにおける展示、イベント等により、県

民が文化財に直接触れることができる機会をさらに充実する。

Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25

リレー講演会※等（文化行政課） 124 127 344 1,095 1,092

親子考古学教室（文化行政課） 43 78 114 107 172

まいぶん祭り（文化行政課） － － 180 378 389

埋蔵文化財企画展・巡回展（文化行政課） － － － 3,972 6,300

遺跡ウォーキング（文化行政課） － － － 106 229

発掘現地説明会（埋蔵文化財調査事業団） 1,369 652 331 461 740

校外学習（埋蔵文化財調査事業団） 2,889 2,848 2,697 2,262 1,910

埋文センター入館者（埋蔵文化財調査事業団） 4,366 4,004 3,927 4,532 4,803

ｳ 青少年文化財講座（文化行政課） 16 14 14 33 42

ｴ 古文書解読講座等（文書館） 506 561 907 956 1,639

9,313 8,284 8,514 13,902 17,316

ｱ

ｲ

講座等の名称（実施主体）

合　計

基準年指標値

（平成21年度） （平成24年度） （平成25年度）

345件 356件 360件 360件

目標値
実績値

【関連指標33】

県指定文化財の指定件数
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評 価

３ 世界遺産登録活動の推進
Ｂ

＜目指すもの＞

400年以上にわたり国内外の鉱山技術及び鉱山経営手法を導入し、発展

させることにより、独自の文化的伝統を形成した「金を中心とする佐渡鉱

山の遺産群」の世界遺産登録を目指す。

〔ここに注目 !！〕

・「佐渡金銀山世界遺産登録推進県民会議」を発足

目 世界遺産暫定一覧表記載を受け、推薦に向けた準備作業を行うとともに、県民への普

的 及・啓発活動を充実させ、世界遺産登録への気運醸成を図る。

佐渡金銀山は、平成22年11月にユネスコ世界文化遺産暫定一覧表に記載され、その後、

県は佐渡市とともに世界遺産登録に向けた様々な事業に取り組んでいる。今年度は特に、

平成29年度の登録を目指して推薦書案の作成を本格化させるとともに、県内外への普及

啓発事業もさらに充実させた。

１ 推薦書案の作成

佐渡金銀山世界文化遺産学術委員会を３回（Ｈ24 ４回）開催し、佐渡金銀山の価

値や構成資産の選定について検討した（第１・２回は国際専門家会議を兼ねる）。

・第１回委員会：７月13・14日（中国・韓国イコモス※関係者参加）

・第２回委員会：11月８・９日（イギリス・スイス・中国イコモス関係者参加）

・第３回委員会：３月３日

※ イコモス（ＩＣＯＭＯＳ）：「国際記念物遺跡会議」の略称。世界遺産に登録推薦された文化遺産
の専門的調査や審査を行うユネスコの諮問機関

２ 普及啓発活動

（1）国際シンポジウム

海外専門家を交えて、佐渡金銀山の価値を改めて検証するとともに、登録に向け

た課題を確認した。［11月10日 朱鷺メッセ 295人参加］

（2）講演会・連続講座等

佐渡金銀山の価値や魅力を内外に周知し、登録活動の認知度を高めた。

・上越地区講演会［６月２日 上越文化会館 100人参加］

・首都圏講演会［７月７日 スクワ－ル麹町 245人参加］

・佐渡金銀山シンポジウム［10月６日 トキのむら元気館 175人参加］

・連続講座［第１回：71人参加、第２回：76人参加、第３回：64人参加］

（3）出前授業（講座）

佐渡への修学旅行を予定している小学校を対象に佐渡金銀山について説明したほ

か、地域の集まりや各種団体への出前講座を実施した。

［出前授業：43校、出前講座：11団体］
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（4）現地見学会

新潟交通・越後交通・頸城自動車・佐渡汽船と共催して、相川地区の構成資産候

補の見学ツアーを２回実施した。［７月20日：40人、10月26日：45人］

〔参考〕 講演会・講座等への参加者数(人) ※出前授業（講座）は件数

３ 佐渡金銀山世界遺産登録推進県民会議の設立

世界遺産登録の早期実現と、将来にわたる価値の継承を目指して県民運動を展開す

るため、各種団体・企業・自治体等が共同して県民会議を設立した（２月９日）。

【成果】◇ 学術委員会での議論や海外専門家の指導・助言に基づき、推薦書の素案を

評 作成し、文化庁に提出した。

価 【課題】◇ ユネスコが求める基準に適合した、完成度の高い推薦書案を作成する必要

がある。

◇ 県民の理解と支援を促進するため、佐渡金銀山の価値と世界遺産登録に関

する認知度を高める必要がある。

◇ 登録後の交流人口の増加に対応するため、資産の保全と整合する受入体制

等の整備が必要である。

○ 「顕著な普遍的価値」を証明するため、国内外の専門家の意見に基づいて調査・研

究を進めるとともに、学術委員会の指導を受けながら推薦書案の作成を進める。

○ 佐渡金銀山の価値と登録活動を県民に広く周知するために、上中下越で連続講演会

を実施するほか、出前授業のほか地域団体等への出前講座をさらに推進する。

○ 親子現地見学ツアーを新たに実施し、子どもたちに佐渡金銀山を身近に感じてもら

うとともに、世界遺産への理解促進を図る。

○ 構成資産の保全とともに交通アクセスや宿泊施設、周遊ルートなど受入体制等の整

備を全県的な視点で進めるため、「佐渡金銀山世界遺産活用推進行動計画」を策定す

る。

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

国際シンポジウム － － 194 240 320 310 295

フォーラム等 730 300 － 250 － 345 175

連続講座等 100 270 214 175 223 209 211

講演会 650 240 156 180 180 210 345

出前授業（講座） － － 21 49 55 48 43(11)

基準年指標値

（平成22年度） （平成24年度） （平成25年度）

暫定一覧表掲載
推薦書骨子の

確定

推薦書案の作

成開始

平成29年度登録を目

指す

目標値
実績値

佐渡金銀山世界遺産登録

【関連指標34】
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